















では、「2020 年までの 7 年間で約 1 万人の高校生、大学生を派遣留学生として海外に送り出す」計画である。
また「派遣留学生は支援企業と共にグローバル人材コミュニティを形成し“産業界を中心に社会で求められる
人材”、“世界で、又は世界を視野に入れて活躍できる人材”へと育成する。」としている。
2. 国際コミュニケーション学科の平成 27 年度の留学状況
2015 年度は、以下のような留学状況（留学先・期間・派遣人数）となっており、毎年、留学者数は少しづつ
増えている。
・3 ヶ月カナダ留学（University of Victoria）　14 名
・3 ヶ月韓国留学（梨花女子大学）　7 名
・3 ヶ月イギリス留学（Chichester College）　4 名







平成 28 年 2 月 29 日（月）～ 3 月 6 日（月）でニュージーランドの語学学校 4 校を訪問し、教育内容視察。同時に、
有給インターンシップ（ホテル）に参加している学生を訪問し状況の調査を行った。
国際コミュニケーション学科・海外留学が持たらす効果の検証
Measuring the Effect of Study Abroad Programs





















近い資格）も人気で、オークランドで 2 校のうちの 1 校であ
る。このバリスタコース（ervicIQ）は、約$550 ほど授業料
が必要となる。









CA になる比率も 7 割程度と高いとのこと。
4）Taylors College  http://www.afy.ac.nz/about/campus
　Embassy という英語学校と、Taylors College という 4
年生大学への入学のための準備校となっている。英語学校











































　私は Novotel Queenstown Lakeside で働いています。部屋は全部で 273 部屋あり、毎日平均 130 ～ 140 部屋
フルクリーニングで毎日 20 人前後のスタッフでペアを組んで掃除しています。毎日 1 ペアだいたい 1 フロア
（20 ～ 25 部屋）掃除します。最初の一週間は kiwi のトレーナーさんにトレーニングしてもらいました。トレー
ニング後は普通にスタッフとして扱われるのですが最初は慣れない仕事に体力的にも精神的にも辛かったです
が、慣れてきた今は早く終わらせられるようになりました。1 フロアを 1 人で任せてもらえるようになり、毎
日楽しく仕事をしています。長いと感じていた 5 ヶ月もあっという間に 3 ヶ月すぎ、あと 2 ヶ月になったので
1 日 1 日を大切に過ごしたいと思います。
－ NZ で感じる異文化


























































































の 1 種類しかない。物価がなんでも高い（約 2 ～ 3 倍）。ボート所有者が多い。いろんな種類の鳥がたくさんい
る（街中にもどこにでも）。道路によく小動物がしかれている。歴史が浅い。薄切り肉はなく分厚い肉しか売っ
ていない。パイ、フィッシュアンドチップスがみんな大好き。日本ほどいい国はないと心底思う。どれほどの
力がついたか TOEIC を受けてみたい。英検準一級の取得。日本についてもっと勉強する。日本各地を旅する。
日本に生まれて本当に良かったと思う。日本食が一番。コンビニがコンビニと呼べるほどのものじゃない。（日
本のコンビニは本当に素晴らしい）。自然を生かしたアクティビティーは多いが、日本人としてカラオケやゲー
ムセンターなどの娯楽施設が恋しくなる。アイスの消費量ナンバーワン。味覚が変わる。ホームシックは常に
感じる。親にもこの国を見せてあげたいと思う。羊はすこし郊外に行くだけでたくさんいる（牛もアルパカも
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ヤギも）。チョコレートがすごく美味しい。必ず太る。商品がキロ数で売ってある。水道水がピュアでほんとに
おいしい。テアナウははっきり言って何にもありません笑。とにかく日本にいるときには気づけない小さなこ
とにも気づける。日本に帰ってやりたいことリストがたくさんありすぎる。お金はテアナウのような田舎に住
めば貯まるがクイーンズタウンとかだと楽しみがありすぎて貯まりにくいと思う。100 パーセント後輩にお勧
めするかと言われるとはっきりはいとは言えない。他の国にも行ってみたいという意思がでてくる。
5. 今後の課題と展開について
学生のレポートで見られるように、「語学学校」、特に「インターンシップ」の経験を通して、グローバル社
会で生きて行くために必要となる多くの要素を学んだように思える。特に、日本人の文化とは、全く異なる文
化背景を持つ国出身者と協働する難しさ、そして共に働くためのコツなども学ぶことができている。明らかに、
留学することで英語力の向上ばかりでなく、これからの国際社会で活躍するための異文化理解を含めた、グロー
バルな感覚を身につけることができているものと思う。
　グローバルな人材とはどのよう人を指すのかを考える場合、ただ単に上手に英語を話せる人材というだけで
はなく、「企業・大学はグローバル人材をどう育てるか」（本名信行他編）でも述べられているが「グローバル
な活動において、英語が国際恊働言語として大切であることはもちろんだが、いわゆる英語力が高ければコミュ
ニケーション力が高いというわけではない。グローバルに活躍する人材には多様な交流相手の多様な文化を理
解する能力が重要である。日本人のコミュニケーションの特徴の一つ‘察し’の文化を再考し、国際恊働コミュ
ニケーションで活躍できる、グローバル人材の養成を考える必要がある」という観点が重要になる。
さらに、ベルリッツ・ジャパンが「カルチュラル・コンピテンス（「文化」の違いを活用する力）」という言
葉で提唱している、文化を生かして積極的に活用するための具体的なスキルを身につける必要があるのではな
いだろうか。異文化で働くために必要な、具体的な 5 つの要素として、「オープン・マインド」「自己認識」「他
者への認識」「カルチュラル・ナレッジ」「カルチュラル・スキル」をあげている。
　このようなグローバル人材育成に必要な要素を考慮に入れながら、これからさらに国際コミュニケーション
学科では、カリキュラム改革を実施したい。また、期間の長短に関わらず、多様な留学を奨励し、留学の準備
から帰国後の事後指導を含めて総合的に学生のグローバルマインド育成に努め、また同時にそれを検証し、よ
りより教育システムを構築していきたい。
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